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第 5 章 疲労と加齢 

 
 各種の作業にともなって発現する疲労は、加齢に伴ってどのように変化するのであろうか。一

般的に加齢に従い、疲労しやすく、その回復が遅れることが指摘されている。また疲労の自覚症

状が固定しやすいという傾向があることもよく知られている。 

 大島（1974）によれば、「労働に伴って生じる疲労について、一般的には、若年層では、「疲れ

にくく、回復しやすい」のが特徴であるのに対して、高年齢層では「疲れないように仕事をし、

一度疲れるとその回復は遅い」というのがその特徴である。」とし、「若年層では疲労性が低く

（fatiguability が低い）抗疲労性が高い（antifatiguability が高い）のに対して、高年齢層では、

疲労性が高く（fatiguability が高く）、抗疲労性が低い（antifatiguability が低い）のが特徴であ

る。」と指摘している。 

 加齢が進むにしたがい、身体の各器官の機能の低下が進行し、疲労に対する抵抗性の低下、回

復の遅れ等が現れると考えられる。そこで、本章では、疲労に関係すると考えられる、加齢に伴

う身体の各種機能の変化、体力の変化について検討する。 

第 1 節 加齢と身体機能 

 

 身体の各種の機能は、加齢に伴って身体の細胞や組織の老化が進行し、一般に低下してくる。

しかしながら、身体の機能は加齢に伴って、一様に機能低下をきたすのではなく、身体器官によ

って様々である。 

 そこで、身体の機能を大きく、精神機能、運動機能、性機能、代謝機能に区分して、これらの

機能の加齢による変化をみてみる。図 5－1 に示すように、精神機能は、50 代まで低下がみられ

ないのに対し、性機能は 20 代を境に急激な低下がはじまり、40 代半ば以降からプラトーに移行

している、運動機能に関しては、20 代までは機能の高まっているものの、30 代を境に一様な低

下傾向がみられる、代謝機能に関しては、幼児期から低下がはじまり、40 代から 60 代までは比

較的長期間平行を保っているが、それ以降は低下に転じる。このように、精神機能を除くと、機

能によって低下がはじまる時期が異なるものの、いずれも加齢による機能低下があることがわか

る。 

 次に、各種の機能をもう少し詳しくみてみる。 

 

 (1) 筋機能 

 

 筋肉は、成長に伴って大きく強くなり、またトレーニング等によって、その強度は強まる。筋 
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図 5－1 生理機能の年齢的変化 
資料：野崎（1968） 

繊維の数はほとんど変化しないといわれている。 

 筋機能の指標として、握力があるが、14・15 歳をピークとする急速な増加の時期をすぎると、

その後は漸増傾向となり、25 歳前後が最大値となり、その後 10 年程度は最大値を維持し、35 歳

以降は漸減傾向となる。急速な低下はないものの、25 歳前後を境として低下する。 

 また、図 5－2 に体力テストにおける垂直跳びの年齢別の分布しめす。これによると、30 代の

男性では、ピークが 50 センチのところにあるのに対し、40 代では 40 センチ、50 代では 30 セ

ンチに低下していることがわかる。最高値の出現率も、30 代が最も高く、40 代、50 代と年齢が

高くなるに従って出現率が低くなっていることがみてとれる。 

 もうひとつは、年齢が高くなるに従い分散が大きくなり、個人差が増大していることがわかる。

女性についてみても、男性ほど著しくないものの、同様の傾向がある。 

 年齢による筋力の低下を､上肢、下肢についてみたものが、図 5－3 である。これによると、最

も行動的な上肢と下肢の筋力が、男性、女性とも 30 歳を境に一様に低下していることがわかる。 

 

 （2）循環器機能 

 

 心臓の機能は、他の機能と比べると比較的安定しているものの、加齢に伴い、大きさ、質量は 
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図 5－2 体力テスト垂直跳び 
資料：文部省 

 

増加する。この増加は機能低下を意味しており、弁膜の弾性低下、心臓内膜の肥厚、筋細胞内の

褐色色素沈着等が認められる。また、血管については、カルシューム、コレステロール等の沈着

により弾性が劣ってくる。そのため、機能面では期外収縮、心房細動などが年齢とともに増加し、

刺激伝導系の障害が現れはじめる。血圧の上昇も顕著となる。 

 血圧の年齢別の変化をみてみると、図 5－4 に示すように、最高血圧は、男性、女性とも 40 歳

代半ばを境に急激な上昇傾向がみられる。最低血圧に関しても、最高血圧ほどではないにしろ、

同様の上昇傾向が認められる。 
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 (3) 呼吸器機能 

 

 呼吸運動は、呼吸筋によって行われ、吸入には、横隔膜、外肋間筋が作用する。多量の呼吸量

が必要な場合等には、胸鎖乳突筋、斜角筋、小胸筋、上後鋸筋なども作用し、吸入を援助する。

呼出は一般には、受動的で、横隔膜や外肋間筋の弛緩によって行われる。呼出量を増大するため

には、腹筋、内肋間筋も作用する。 

 年齢別の肺活量をみてみると、図 5－5 に示すように、その低下は比較的小さいが、45 歳以降

は、男性の低下傾向が大きいといえる。 

 

 

図 5－5 年齢別肺活量 
資料：名取（1970） 

 

 呼吸量は基礎代謝時の酸素消費量（基礎代謝量）と深い関連があり、肺活量の減少は、基礎代

謝時の酸素消費量の減少をもたらすといえる。図 5－6 に年齢別の基礎代謝量の変化を示す。 

 

 (4) 視機能 

 

 視機能は、年齢とともに暗順応が遅くなる。それとともに、光刺激に対する閾値が高くなり、

視覚の鋭敏度が衰えてくる。 

 また、加齢にともない、水晶体の弾力性が低下し、レンズの遠近調節力が低下してくる。30 歳

以下では、それほど低下しないが、60 歳をこえると急速に低下する。 
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図 5－6 年齢別体表面積あたりの基礎代謝量 
資料：厚生省（1969） 

 

 図 5－7 に示すように、光の屈折調節範囲が、年齢とともに近点が増大し、40 歳～50 歳では、

0.3m 以上となり、近くでの作業が困難になる傾向がある。 

 

 (5) 聴覚 

 

 音波は、外耳、中耳、内耳へと伝えられ、神経性の興奮に変えられて中枢に伝達される。 

 聴覚は、加齢にともない、難聴の傾向があることが知られており、特に中高年齢になるに従い、

高音に対する聴覚が低音に対するものよりも、著しい低下を示すことが明らかにされている。 

 

 (6) 平衡機能 

 

 平衡機能は、下肢の筋力、神経系の反射機能、深部感覚、三半規管等の各種の器官の機能の統

合されたものであり、ある一つの器官の機能によるものではない。 

この平衡機能は、加齢にともない低下するが、40 歳を境に、特に著しい低下傾向を示すことが 
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図 5－7 年齢による光の屈折調節範囲の変化 
資料：市岡（1969） 

 

報告されている。図 5－8 に性・年齢別の閉眼片足起立時間の平均値を示す。 

 

 
図 5－8 姓・年齢別閉眼片足起立時間平均 

資料：日野原ら（小川新吉、年齢と体力、労働の科学、

25 巻 1 号、1970 より引用） 
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 身体の諸機能について、加齢に伴う様々な変化をみてきたが、いいかえれば、加齢に伴う広義

の体力の変化であるということができる。 

 そして、これらの身体の機能は、加齢に伴う増加と低下という二つの側面があることがわかる。

この二つの側面を、前章で検討した身長、座高、握力、背筋力、血圧、基礎代謝等の体力の指標

でみてみる。 

 加齢に伴う増加の側面についてみると、図 5－9 に示すように、加齢に伴う増加曲線は 3 つの

グループに区分することができる。第 1 は、身長の増加曲線に一致するもので、血圧、立ち幅跳

び、急速な反復能力などがある。第 2 は、体重の増加曲線に一致するもので、肺活量、握力、背

筋力などである。第 3 は、基礎代謝で、この曲線は他の 2 つと大きくことなり、幼児期をすぎる

とすでに、低下がはじまっていることがわかる。 

 

 

図 5－9 諸機能の発育速度の比較 

資料：藤本（1955） 
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 このようにみてみると、立ち幅跳びや急速な反復能力に代表される大脳辺縁系や小脳、脳幹等

の神経系の関与が大きいと考えられるものについては、発育が早く、これに対し、握力、背筋力

などの筋の増大が必要なものは遅れて発達していることがわかる。いずれにしても、発達の速度

はそれぞれではあるものの、20 歳を目安に完成しているということができる。 

 次に、加齢に伴う低下の側面についてみてみると、表 5－1 に示すように、30 歳に対する 59

歳の能力の割合は、協応性や瞬発力は持久力比べて 20％強も低下していることがわかる。加齢に

伴う増加と同様に、各々で低下の程度は異なるものの、垂直とびのような瞬発力に関するものの

低下が著しく、握力のように比較的ゆっくり力を発揮するもののほうが低下がゆるやかであると

いうことができる。 

表 5－1 30 歳に対する 59 歳の能力の割合 

構成要素 男 女 

   
持 久 力 （ 急 歩 ） 89.6％ 88.4％ 
筋 力  （ 握 力 ） 82.4 81.5 
敏 捷 性 （ 反 復 横 と び ） 75.2 73.2 
協 応 性   
（ ジ グ ザ グ ド リ ブ ル ） 67.4 72.3 
瞬 発 力 （ 垂 直 と び ） 68.6 63.8 
   
資料：山川（1985） 

 

第 2 節 疲労と加齢 

 

1． 疲労と加齢 

 

 加齢にともない、身体の諸機能が低下してくることは前述した。身体の諸機能の低下は、いい

かえれば回復性の衰えということができる。例えば、筋肉の痛みが若年層の頃には、翌日には回

復していたものが、年齢が高くなるにしたがい、翌々日まで痛みが残る等の経験を、多くの人が

持っているであろう。 

 疲労について考えてみると、疲労の要因は様々なものがあるものの、この身体の諸機能の低下

は、生理的な側面の疲労の回復が遅れることを意味しているといえる。例えば、先に例にとった

筋肉の痛みを取り上げてみる。筋肉の疲労は、筋が収縮を繰り返すことで、筋鞘の興奮性の低下、

エネルギー源の消失、化学反応から機械反応に至る能力の低下等が原因となって起こる。疲労し

た筋肉は、血液の循環が円滑に行われ酸素が充分に補給されれば、蓄積した乳酸が分解され、再
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び収縮能力を持つようになる。しかし、身体の諸機能、ここでは循環器や呼吸器の機能が低下す

ることで、回復が遅れ、結果として生理的な側面の疲労の回復が遅れるのである。 

 各種の研究によって指摘されている、加齢と疲労の関係をいくつかみてみる。 

 大島（1941）は、日本造船工業会衛生部会の自覚症状しらべによる調査について、20 代、30

代、40 代以上の 3 群についての調査結果の考察によると、自覚症状しらべの神経感覚症状におい

ては 3 群に差はないが、身体的症状及び精神的症状においては 40 歳以上の群の増加度が大きい

ことが指摘されている。年齢層別による特徴としては、若年層では身体的症状に比べて精神的症

状が多く、高年齢層ではその反対に精神的症状が少なく、40 歳以上では身体的症状に比べて神経

感覚的症状が多いという傾向が強いことが指摘されている。 

 狩野（1967）によれば、労働者の年齢と労働による疲労に関する研究は多くないが、過去に作

業現場における疲労調査の行われた研究は多く、その中に、結果として年齢の異なる作業者の調

査結果を含んでいるものが比較的多くあり、それらの年齢と疲労に関する研究をまとめたものが

表 5－2 である。 

 これによると、疲労と年齢の関係で若年層よりも高年齢層で疲労が大きいものは、肥料工場、

ゴム工場、採炭夫、化学工場、金属製品加工業、刃物製造業等が上げられている。調査時点が 1950

年代、1960 年代における機械化がそれほど進行していない時代のものであるため、現在の産業労

働に置き換えることは不可能であるが、一般的に肉体労働を中心としたものが、高年齢者の疲労

度が高いということができよう。 

 次に、フリッカー値についてみる。西岡（1968）によって実施された小型精密機械工場におけ

る研究を参考にする。図 5－10 に示した作業前と作業後のフリッカー値を、17 歳～30 歳グルー

プと 55 歳～69 歳グループの 2 グループに区分して比較検討した場合、その特徴は、①55 歳～69

歳の高齢者は、作業前後とも 17 歳～30 歳の若年齢者に比べてフリッカー値が低いレベルにある、

作業前後の関係についてみると、②疲労が顕著である場合、グラフ上の原点方向へ片寄りがみら

れるはずであるが、若年齢層、高年齢層のいずれもそのような分布とはなっていないことがみて

とれる。若年齢層と高年齢層のフリッカー値の分散をみてみると、若年齢層に比べて高年齢層で

大きいことがわかる。西岡によれば、高齢者の場合には個人差が顕著であり、その中にはかなり

疲労度の高い人が含まれていると考えられ、高齢者については、このことを十分に考慮にいれて

おく必要があると指摘している。 

 また、休憩後のフリッカー値については、若年齢層では休憩後のフリッカー値の上昇がみられ

たのに対し、高齢者では個人差が大きく、ここにおいても作業前後と同様の傾向がみられたこと

を併せて指摘している。 

 



 － 69 － 

表５－２ 年齢と疲労に関する研究概観 

 
  資料：狩野（1967、勝木、1991 より引用） 
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図 5－10 作業前後のフリッカー値の相関図 
資料：西岡（1968） 

 

 以上、疲労と加齢についてみてきたが、加齢に伴う身体の諸器官の機能の低下及び体力の低下、

換言すれば諸器官の機能の低下は体力の低下と同じと考えることもできるが、いずれにしても加

齢にともなって、様々な機能が低下していくことは、各種の研究において数多く指摘されている。 

 それに伴い、疲労を規定するものの一つである、諸器官の機能の低下は、少なからぬ影響を及

ぼしているといえる。高齢化がますます伸展していくことが明白である現在において、加齢と疲

労に関する研究は、ますます重要な課題となると考えられる。 

 そして、障害者に関して言えば、この種の研究は様々な理由は考えられるが、極めて少ないと

いうことができる。今後、身体の諸器官の基礎的な資料の収集と併せて、加齢と疲労に関する研

究が重要となるであろう。 

 

2． 精神薄弱者の加齢（精神薄弱者の加齢に軌跡より） 

 

 ここでは、障害者を対象に行われた数少ない加齢に関する研究を紹介する。 

 調査・研究は、財団法人・日本精神薄弱者援護協会によって実施され、調査対象者は、全国の

精神薄弱関係施設に入所する 20 歳以上の人で、調査は全国の高年齢精神薄弱者群の実態を横断

的に調べる第一次調査と、精神薄弱者の加齢による変化を、なるべく正確に把握するための縦断

的調査が実施されている。調査結果によれば、日常の健康状態については、図 5－11 に示すよう



 － 71 － 

に、1 年間元気であった人は 60 歳以降で低下傾向を示した。また、図 5－12 に示されるように、

健康上の配慮を要する人が、加齢とともに明かな増加傾向を示していることが注目される。 

図 5－11 年齢階級別にみる健康群の構成比 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 

 

図 5－12 健康上の配慮を要する人の加齢による推移 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 
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図 5－13 平均身長による健常者との比較 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 

 次に、体位について身長と体重を例にとってみてみると、身長と体重については、精神薄弱者

の人が、一般の人より劣るのではないかとよくいわれているが、この調査結果からも、身長、体

重のいずれも、その平均値の推移には、健常者の平均値と比較してかなりの差があることが指摘

されている。 

 図5－13に平均身長による健常者との比較を、図5－14平均体重による健常者との比較を示す。

循環器系の指標である血圧についてみてみると、調査結果からは、男女それぞれの最高血圧値（収

縮期）、最低血圧値（拡張期）のどちらとも健常者より低い結果である。また高齢者のほとんどが、

高血圧か、低血圧の異常値をもっており、普通の人は少ないと報告されている。また、高血圧者

の割合を、健常者と比較したのが図 5－15 であるが、全体的に血圧が低いこともあって、60 歳

頃までは調査対象者の高血圧出現頻度は、健常者の高血圧出現頻度よりも少ないが、60 歳代から

急増し、70 歳では逆に多くなっている。 
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図 5－16 開眼片足立ち測定平均値の加齢による推移 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 

 体力の測定指標である片足立ちと握力についてみてみる。 

 平衡機能の指標である片足立ちについては、図 5－16 に示すように、加齢による著しい低下が

みられる。また、片足立ちのテストにおいては、平衡機能の問題のほかに、測定方法の理解や表

現の問題があったことが指摘されている。握力については、図 5－17 に示すように、健常者と比

較して明らかに調査対象者の値が低いことがわかる。 

 
図 5－17 握力測定値の健常者との比較 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 
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表 5－3 相関表（全体） 

〔男=186 名〕      〔女 108 名〕（注）*P<0.05 **P<0.01 ***P<0.001 

 
年 齢 

外見上 
 

老化度 

握 力 
 

(圧力式) 

精 神

機 能

テスト

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢

外 見

 
老化度

握 力 
 

(圧力式) 

精 神 
機 能 
テスト 

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢 
 ＊＊＊ 

0.6858 

＊＊＊ 

-0.3507 -0.0973 0.1113

＊ 

-0.1531

＊＊＊

0.7083

＊＊＊ 

-0.3289 

＊＊ 

-0.2689 

＊＊＊

0.4376

＊ 

-0.2211

外 見 上 

老 化 度 

  ＊＊ 

-0.1937 0.0575 0.1336

＊＊ 

-0.1958

＊＊＊ 

-0.3870 

 

-0.1447 

＊＊＊

0.4338

＊＊ 

-0.2540

握 力 

(圧力式 )

   ＊＊＊

0.4670

＊＊＊

-0.4737

＊＊＊

-0.2772

 ＊＊＊ 

0.3637 

＊＊＊

-0.3903 0.0841

精神機能 

テ ス ト 

   ＊＊＊

-0.3779 0.0525

  ＊＊＊

-0.3776

＊ 

0.1932

日常生活 
行 動 
( A D L ) 

   ＊ 

0.1708

  ＊＊ 

-0.2847

男 

皮 下 

脂 肪 厚 

   

女

  

資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 

 

 次に、加齢と調査において測定した各指標の関連をみたものが、表 5－3、表 5－4、表 5－5 で

ある。それぞれ、各指標間の相関を、精神薄弱の程度を、中・軽度、重度にわけてみたものであ

る。 

 これによると、加齢と高い相関を示したものは、形態的な変化（外見上の老化度）であり、つ

いで握力である。精神機能テスト（知能）も、加齢と若干の関連を表しているが、中・軽度の人

たちでは、加齢、体力、形態上の変化、知能の変化等に有意な相関がみられたことが報告されて

いる。 

 指標別の経年変化をみたものを、図 5－18 に示す。 

 これは、各種の指標において調査期間の 2 年間で、どの程度機能低下があったかを示すもので

あるが、握力の低下が各年齢で男女とも著しく、健康上のニーズの増加がこれに続いている。も

っとも低下した人の少なかったのは、ADL（日常生活行動）であった。また、体力、健康、生活

行動の指標の変化で、低下の最も著しかったのは、50 歳代であったことが報告されている。 
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表 5－4 相関表（中・軽度） 

〔男=92 名〕      〔女=49 名〕（注） *P<0.05 **P<0.01 ***P<0.001 

 
年 齢 

外見上 
 

老化度 

握 力 
 

(圧力式) 

精 神

機 能

テスト

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢

外 見

 
老化度

握 力 
 

(圧力式) 

精 神 
機 能 
テスト 

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢 
 ＊＊＊ 

0.7750 

＊＊＊ 

-0.7750 

＊＊＊

-0.5380

＊＊＊

0.4145

＊＊ 

-0.3030

＊＊＊

0.7262

＊＊＊ 

-0.5119 

＊＊ 

-0.3768 

＊＊＊

0.5032

 

-0.2156

外 見 上 

老 化 度 

  ＊＊＊ 

-0.5420 

＊＊＊

0.4227

＊＊ 

0.3166

＊＊ 

-0.3300

＊＊ 

-0.4121 

 

-0.2076 

＊＊＊

0.4750

 

-0.1988

握 力 

(圧力式 )

   ＊＊＊

0.4109

＊＊＊

-0.4301 0.1726

 ＊ 

0.3449 

＊＊ 

-0.4466 -0.1492

精神機能 

テ ス ト 

   ＊ 

-0.2167

＊ 

0.2613

  ＊ 

-0.3649

 

0.2068

日常生活 
行 動 
( A D L ) 

   ＊ 

-0.2097

  ＊＊ 

-0.3749

男 

| 

軽

度

・

中

度

| 

皮 下 

脂 肪 厚 

   

女

|

軽

度

・

中

度

|

  

資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 
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表 5－5 相関表（重度） 

〔男=86 名〕      〔女=50 名〕（注） *P<0.05 **P<0.01 ***P<0.001 

 
年 齢 

外見上 
 

老化度 

握 力 
 

(圧力式) 

精 神

機 能

テスト

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢

外 見

 
老化度

握 力 
 

(圧力式) 

精 神 
機 能 
テスト 

日常生

活行動

(ADL)

皮 下

 
脂肪厚

年 齢 
 ＊＊＊ 

0.4552 

＊＊ 

-0.2934 0.1201 0.0725

 

0.0584

＊＊＊

0.7714

 

-0.2544 

 

-0.2386 

＊＊ 

0.3807

 

-0.2435

外 見 上 

老 化 度 

   

0.0147 

＊＊ 

0.2891

＊ 

0.1797

 

-0.0666

＊＊＊ 

-0.4925 

 

-0.1789 

＊＊ 

0.3993

 

-0.2017

握 力 

(圧力式 )

   ＊＊＊

0.4123

＊＊＊

-0.4249

＊＊ 

-0.3423

  

0.2737 

＊ 

-0.2825 -0.0889

精神機能 

テ ス ト 

   ＊＊＊

-0.3662

 

-0.1334

  ＊＊ 

-0.4025

 

0.1695

日常生活 
行 動 
( A D L ) 

   ＊＊＊

0.4228

   

-0.0897

男 

| 

重

度

・

最

重

度

| 

皮 下 

脂 肪 厚 

   

女

|

重

度

・

最

重

度

|

  

資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 

 

 

 

 
図 5－18 指標別にみる経年変化 
資料：精神薄弱者の加齢の軌跡（1987） 
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第 6 章 今後の課題 

 

 

1． 全体的な課題 

 

 疲労の研究について、先行研究において得られた知見をもとに、その定義、分類方法、研究に

用いられる指標及び分析方法等について概説してきた。そして、それに関係する人の体力の問題、

及び社会的な問題を背景とした加齢に関する問題を疲労を視点としてみてきた。 

 疲労の研究において、最も重要な点は、前述した、大島の指摘にあるように、疲労そのものは

直接、計測の対象となるのではなく、疲労感等の主観的な指標、あるいは生理的・行動的変化を

とらえた客観的な指標といった種々の変化を多面的にとらえ、総合的な分析と検討が必要である

ということであろう。 

 このように考えると、例えば職業準備訓練における疲労の研究や実際の就労場面における疲労

の研究等の限定された場面における疲労の研究を実施する際にも、生活時間等の生活の状況など

の全体的な視点に立った検討が必要であろうと考えられる。 

 疲労の研究において、障害者を対象とした場合に、健常者における疲労研究とおのずから異な

るものという考え方をとらなければならないのか。結論からいえば、同様の視点で研究は進めら

れるべきであろうと考える。それは、個人差はあるという当然の事実を前提として考えなければ

ならないということである。つまり、障害という概念をどのように考えるかにもよるが、すべて

の人は様々な障害要因（それを社会的に障害と称しているかどうかは別として）を抱えながら生

活しているという点にある。このことは、疲労研究における場合のみならず、障害者を対象とし

て研究を進める場合の共通した課題であると考えられる。 

 

2． 個々の課題 

 

 疲労研究において、疲労の指標としての種々の変化をとらえる際に、留意しておかなければな

らないことは、測定尺度の構成という点であろう。例えば、生理的な変化をとらえ、分析する場

合に、対象群あるいは個々人、それぞれの基準（対象群の姿、個々人の姿）をどの程度踏まえて

いるかにあり、疲労自覚症状しらべのような主観的指標の変化をとらえて、分析する場合には個々

人から表出される様々な言語等の指標が、妥当な心理的尺度として構成されているかどうかとい

う点にある。 

 主観的指標に関する尺度構成について、もう少し具体的に検討してみる。例えば、自覚症状し



 － 79 － 

らべのような疲労感は、まったく主観的な体験である、そのために、この体験をとらえようとす

ると言語による方法しかない。ここで問題となるのが言語報告の信頼性と妥当性である。 

 吉竹（1975）による指摘を参考にすると、言語報告を「そのまま」受け取ってよいかという問

題である。すなわち、被調査者は感じたとおりのことを正直に答えているかという問題である。

心理学における感覚尺度構成においては、物理量と感覚量との対応関係を外的にとらえることが

可能であるから、被調査者が正直に答えるという心構えができているという期待を持つことがで

きる。しかし、疲労自覚症状しらべのような調査の場合、被調査者のまったくの内的な状態を答

えさせるうえに、外的なものとの対応ができないために、被調査者の回答の信頼性がどの程度か

疑問となる。しかしながら、この信頼性の程度を調べる方法はない。そこで、このような場合は、

質問項目に対する一つの反応としてのみ取り扱うという立場に立つ以外に方法がないのである。 

 また、質問紙法による場合、質問の表現が妥当であるかどうかという問題を解決しておかなけ

ればならない。つまり、一つの表現に対して異なったとらえ方を多くの人がするような、質問項

目は適当ではないのである。 

 疲労の研究に障害者を対象として加える際に、生理的指標等の客観的指標については、①その

基礎となるデータの集積が重要であり、②その基礎となるデータが性、年齢等によってどのよう

に変化するかといった基礎的な要件の集積が重要となると考えられる。主観的指標については、

①妥当性が確保されているか、②標準化がなされているかといった、一般的に共通する課題を踏

まえておく必要があると考えられる。特に、言語による回答を求める場合、質問項目の表現形式

について、十分な検討が必要であることはいうまでもないであろう。なかでも、精神薄弱者を対

象とする場合、内的なものの報告がどの程度可能であるか等、解決しなければならない困難な問

題を抱えていることを認識しておく必要がある。 

 そして、職業という分析軸を加えた場合、①職務分析を中心とした作業そのものの分析と併せ、

②作業環境等の要因分析も重要な課題となるであろう。また、疲労が生活する人にとって、切り

放すことができないものであるという点を考慮した場合、生活場面の種々の要因分析も併せて行

う必要があると考えられる。 

 また、社会的な背景として、障害者の高齢化が進行していることがいわれているが、加齢に伴

う様々な身体の機能の変化や心理的な変化については、純粋に機能年齢の研究として取り扱う場

合と疲労の視点から取り扱う場合等が考えられる。いずれにしても、加齢に伴う様々な変化に関

する研究において、考慮しておかなければならない問題は、第一に、縦断的な研究が重要である

ということであろう。縦断的研究においては、対象者の追跡の困難さ、長期間の調査研究となる

等の問題点があるが、障害者を対象とした調査研究の場合、障害の種類の違い、障害の程度の違

い等々、個人差の問題等を考慮すると、地道な縦断的研究が重要であるということができる。第
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二に、加齢に対する説明変数の選択の問題が挙げられよう。加齢を説明する変数は、身体の各種

機能の変化を表すもの等々、種々のものがあるが、調査研究の目的によって、これらを的確に組

み合わせて使用することが重要である。 

 最後に、疲労の研究はその成立過程からいっても、疲労の生起する要因であるとか、疲労の状

態等の研究が主体であったといえる。つまり、なにかの作業をしているときに、疲労がどのよう

にして起こり、その結果どのようになるかということが主に研究されてきたといえる。今後は、

疲労の状態をどのようにして回復していくのかという課題を踏まえた研究も重要であるといえよ

う。 

 いいかえれば疲労のはじまりからおわりまで、生起から回復までの一連のプロセスを念頭にお

いた研究が重要となってくると考えられる。 
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橋本邦衛ら『大型バス運転の生理的負担度に関する研究（前編）走行速度と負担の関係』鉄道労

働科学,第 15 巻,1962 

橋本邦衛ら『大型バス運転の生理的負担度に関する研究（後編）長距離輸送時の負担度と疲労』

鉄道労働科学,第 15 巻 1962 

橋本邦衛ら『電気機関車乗務員の生理的負担に関する研究,第 2 報』鉄道労働科学,第 16 巻,1964 

橋本邦衛ら『電気機関車乗務員の生理的負担に関する研究,第 3 報』鉄道労働科学,第 16 巻,1964 

横山松三郎ら『作業の強制条件と疲労』慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要,3,1964 

橋本邦衛ら『東海道新幹線における高速電車運転の生理的負担と長時間の反復運転による影響に

ついて』鉄道労働科学,第 16 巻,1964 

有村金治『技能養成工の夜間通学～定時制高校生の疲労（フリッカー測定）』労働科学,115 

有村金治『幼稚園教職員の疲労～フリッカー・テストによる測定結果』労働科学,125 

有村金治『ゴム靴・女工員の疲労～某工場における測定結果とフリッカー値の動きについての若
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大塚博保『自覚症状調査を中心としたタクシー運転手の疲労研究』立教大学心理・教育学科研究
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大塚博保『24 時間交替勤務制におけるタクシー運転手の疲労について（続報）～再調査の報告』

立教大学心理・教育学科研究年報,3 
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蒲池正夫『公共図書館における作業研究の一方法としての疲労測定（共同研究）』図書館学会年報,5

（1） 

鹿股寿美江『農家の夫と妻の疲労について』家政学雑誌,12（2） 

小林健蔵『精神疲労判定法としての「点算之」法の検討』山形大学学芸部研究報告,14 
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究年報,2 
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蓮尾千万人『産業疲労に関連した諸概念』立命館大学人文科学研究所紀要,8 
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渡辺百世『豪雪地帯における農産村主婦の疲労に関する研究』教育科学(新潟大学教育学部),6(1) 

渡辺百世『豪雪地帯における農産村主婦の疲労に関する研究』研究紀要（新潟大学教育学部長岡

分校）,2 
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1965 年～1974 年 

橋本邦衛ら『山間峡谷道路の長時間運転によるバス運転士の作業負担と疲労』鉄道労働科学,第

17 巻,1965 

橋本邦衛ら『ディーゼル機関車乗務員の運転の生理的負担と折り返し時間の長短による復路乗務 

に対する影響について』鉄道労働科学,第 18 巻,1965 

橋本邦衛ら『蒸気機関車乗務員に及ぼす急行列車と普通列車の乗務負担の比較』鉄道労働科学,

第 17 巻 1965 

橋本邦衛ら『速度差による電車運転の生理的負担に関する研究』鉄道労働科学,第 18 巻,1965 

橋本邦衛ら『環状線における電車運転の生理的負担と疲労』鉄道労働科学,第 18 巻,1965 

内山源『種々の照度下における児童の作業能率及び疲労について』学校保健研究,7 巻,5 号,1965 

松原慶太郎ら『照度と中枢疲労についての一実験』大阪府立大学紀要,14,1966 

大須賀哲夫『銀行労働と疲労』銀行労働調査時報,197,1966 

橋本邦衛ら『新幹線電車運転の生理的負担と乗務仕業の疲労、運行時間の短縮による影響』鉄道

労働科学,第 19 巻,1966 

橋本邦衛ら『名神高速バスの運転の生理的負担と速度制限の緩和による影響』鉄道労働科学,第

20 巻,1967 

大須賀哲夫『事務労働と疲労～その調査方法論』銀行労働調査時報,209,1967 

柚木英一ら『産業疲労に関する少考察』名城大学人文紀要,4,1967 

大須賀哲夫『交替制勤務者の生活と意見～三交替制職場の疲労調査の事例』経営論集,15 巻 1 号,1967 

菅原まさ『妊婦・授乳婦の労働と疲労に関する研究～1,2,完～妊婦・授乳婦のエネルギー代謝,事

務作業をする妊婦・授乳婦の疲労現象』労働科学,43 巻,1,2 号,1967 

菅原まさ『苺生産地の主婦労働の問題点～特に眼性疲労について』宇都宮大学教育学部紀要,18,1968 

田口秀子・宮川豊美『手編作業時の疲労に関する実験的研究』和洋女子大学紀要,13,1968 

土居文子『色彩と疲労度』愛媛大学教育学部紀要,15 巻,1 号,1968 

戸川初枝『職業を持つ主婦の疲労に関する研究～4～農家の主婦の疲労について』千葉大学教育

学部研究紀要,17 巻,1968 

大久保貞義・吉田邦行『技術革新と人間労働～疲労感の医療社会学的分析』東海大学紀要,19巻,1968 

狩野広之『休憩時間とフリッカー値～軽速度作業における休憩時間の適当な長さを判定する規準 

への探索』労働科学,44 巻,1 号,1968 

小石泰道・服部昭・山岡靖治『船員における疲労調査資料』労働科学,44 巻 1 号,1968 

橋本邦衛ら『新幹線の軌道および電車線の保守作業の生理的負担』鉄道労働科学,第 22 巻 1968 

細川汀『労働者の疲労の訴え、それをどう考えるか』労働経済旬報,743,1969 



 － 93 － 

吉竹博『疲労感の評定～1～事務作業者の場合』労働科学,45 巻,7 号,1969 

新日本医師協会疲労調査班『平常運転時におけるタクシー運転手の疲労調査の結果～報告と解説』

労働法律旬報,697,1969 

掛塚芳子『女子学生の疲労に関する研究～1～生活の実態と自覚疲労症状について』学苑,353,1969 

稲葉ナミ『疲労調査～4,5～東京山手地区の主婦の生活時間と自覚症状,高校生の自覚疲労の季節

差について』労働科学,45 巻,2 号,1969 

稲葉ナミ・桑田百代『疲労調査～6～夫妻の自覚症状』家政学雑誌,21 巻,2 号,1970 

内海義夫『労働強度について』経営研究,104,105,106,1970 

小木和孝・斉藤良夫ら『疲労自覚症状の 3 成分の妥当性について』労働科学,46 巻,5 号,1970 

小木和孝『夜勤者の訴えと健康障害対策』労働の科学,第 25 巻,11 号,1970 

西条セツ・高橋春子『被服技術検定における疲労度の研究～7～大裁女単衣を主体にして』家政

学研究,21 巻,4 号,1970 

吉竹博『疲労自覚症状の訴え率と症状群の構成』労働科学,46 巻,10 号,1970 

浜口恵治『疲労の測定～1～フリッカー法の背景』高知大学学術研究報告,19 巻,7 号,1971 

吉竹博『作業別にみた疲労自覚症状訴え率』労働科学,47 巻,4 号,1971 

吉竹博『疲労自覚症状訴え率の変動について』労働科学,47 巻,7 号,1971 

白井薫『船舶乗務員の生理的負担からみた仕業交番』鉄道労働科学,第 25 巻,1971 

橋本邦衛ら『新幹線電車運転士の高速運転による負担、開業当初の調査成績との比較』鉄道労働

科学,第 26 巻,1972 

橋本邦衛ら『保線大型機械作業における生理的負担』鉄道労働科学,第 26 巻,1972 

越河六郎・藤井亀『蓄積的疲労徴候調査（CFSI）について』労働科学,第 48 巻,1972 

労働科学研究所『金銭登録機のタッチメソッドによる手指筋の負担に関する実験的研究』,1973 

橋本邦衛ら『運転の疲労と単調』日本交通医学雑誌,第 27 巻,1973 

吉竹博・越河六郎『社会福祉労働者の疲労自覚症状』労働科学,50 巻 11 号,1974 

大西徳明・野村秀子ら『金銭登録機作業による手指筋の負担に関する実験的研究』労働科学,第

50 巻,1974 

労働科学研究所『職場の総合環境及び疲労調査』,1974 

労働科学研究所『電話交換手の筋力・上肢筋疲労ならびに作業時の動作分析からみた負担調査』,1974 

 

1975 年～1984 年 

 

前田勝義『筋電図による複写伝票ボールペン記入作業負担の解析』産業医学,第 17 巻,1975 
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小沼正哉『単調労働と疲労～疲労対策の問題点～』労務研究,28 巻,11 号,1975 

菰池義彦『単調労働と疲労～事務機械作業の疲労調査～とくにその活用について』労務研究,28

巻,11 号,1975 

神代雅晴『単調労働と疲労～単純繰り返し作業と精神疲労～その実験的研究』労務研究,28 巻,11

号,1975 

岸田孝弥『単調労働と疲労～疲労と単調感』労務研究,28 巻,11 号,1975 

労働科学研究所『蛍光ランプ組立作業の負担に関する実態調査報告書』1975 

労働科学研究所『電話交換作業の負担に関する実態調査報告書』,1976 

小林謙一『疲労感の実態分析～オートメーション工場における事例研究』国民生活研究,16 巻,2

号,1976 

越河六郎『疲労感の評定』労働科学研究所維持会資料,No.743-744,1976 

越河六郎・吉竹博ら『保育所保母の作業と労働負担（1）作業時間調査』労働科学第 52 巻 1976 

越河六郎『保育所保母の作業と労働負担（2）作業の性質について』労働科学,第 52 巻,1976 

山崎昌広『運動単位活動の変化からみた筋疲労の研究』人類学雑誌,85,3,1977 

石橋葉子『作業条件の相違による縫製作業の疲労』家政学雑誌,29,7,1978 

古賀唯夫『身体障害者の介助作業に従事する婦人労働者の自覚疲労調査』人類学雑誌,86,2,1978 

西条修光『疲労に関する類語の検討～1～自覚症状・疲労感そしてフリッカー値との関係』日本

体育大学紀要,7,1978 

石橋葉子『縫製作業の疲労～未経験者の場合』家政学雑誌,29 巻,2 号,1978 

労働科学研究所『キャラクター・ディスプレイ装置オペレータの作業負担に関する調査報告書』1978 

労働科学研究所『場外前売り機オペレータの作業負担に関する第一次調査』1978 

労働科学研究所『女子事務作業者の作業負担と作業姿勢等の人間工学的検討ならびに身体的作業

能力の実態に関する調査』,1978 

渡部明彦・大西徳明ら『既婚婦人労働者の労働負担について～大都市百貨店店員および自動車部

品組立作業女子従業員についての事例』労働科学,第 54 巻,1978 

酒井一博・大西徳明ら『動力車の種別にみた乗務負担と慢性健康障害の発生状況』,第 52 回日本

産業衛生学会講演予稿集,1979 

小木和孝「路面輸送における労働負担の特徴」,野沢浩・小木和孝編『自動車運転労働』労働科学

叢書 55,労働科学研究所,1980 

酒井一博『姿勢拘束条件における副次動作』労働の科学,第 35 巻,4 号,1980 

西条修光『疲労に関する類語の検討～2～一位数の加算作業及び自転車エルゴメーター作業との

関係』日本体育大学紀要,9,1980 
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労働科学研究所『キーパンチャーの作業負担に関する調査報告書』1980 

労働科学研究所『ごみ収集作業における腰部負担に関する実験的調査報告書』,1981 

労働科学研究所『動力車乗務（新幹線）に伴う労働負担および環境条件の影響に関する労働科学

的調査報告書』,1981 

鎌滝昭男『作業姿勢が婦人労働者の疲労に及ぼす影響』人類学雑誌,89 巻 1 号,1981 

太田博雄『疲労測定法としての仮現運動検査』東北工業大学紀要Ⅱ人文社会学編 1,1981 

斉藤良夫『疲労』青木書店,1981 

労働科学研究所『食肉市場労働における労働負担ならびに職場環境に関する実態調査報告書』1982 

万木良平『パイロットの疲労』体育の科学,32 巻,8 号,1982 

酒井一博『夜勤・交代制勤務シリーズ（Ⅲ）～夜勤疲労の影響とその対策を考える～』労研維持

会資料 No.982,1983 

棚橋昌子『乳幼児を育てながら働く婦人の疲労に関する研究～1～疲労自覚症状と生活状態との

関係』家政学雑誌,34 巻,5 号,1983 

大塚寿子『絽刺作業時における疲労について』和洋女子大学大学紀要,24 巻,2 号,1983 

渡部真也・福地保馬ら『比較的近代化された農業地帯における婦人農業従事者の労働負担と自覚

症状』日本農村医学雑誌,第 32 巻,1983 

橋本邦衛ら『不注意事故と大脳生理』鉄道労働科学研究所,1983 

労働科学研究所『食肉処理業務に係わる労働負担と職場環境についての調査報告書』,1984 

上谷繁之『通勤疲労の実態とその対策』労務研究,37 巻,11 号,1984 

棚橋昌子『乳幼児を育てながら働く婦人の疲労に関する研究～2～疲労自覚症状に影響する要因

の分析』家政学雑誌,35 巻,4 号,1984 

酒井一博ら『夜勤の疲労回復に有効な仮眠条件』労働科学,60 巻,10 号,1984 

酒井一博「交代制と疲労・健康障害」,三浦豊彦ら編『職業病・健康管理と労災認定』総合労働研

究所,1984 

 

1985 年～ 

 

小木和孝編『労働負担の調査』労働科学研究所,1986 
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